
岐阜の次代を担う人材を育成
しよ

う

活動報告書
岐阜県インターンシップ推進協議会

令和3年度 GIFU Internship
Conference



　GICが受入事業所、学校の双方から
報告をいただき、集計した実績が右
のグラフです。平成18年のGIC発足
以来、県内ではインターンシップが
次第に定着してきました。
　令和3年度は、特に夏休み期間にコ
ロナ禍の大きな影響を受けた※ことか
ら、学生の受入を中止する事業所や、
実習を短縮化したり、対面での実施
を避けてオンライン開催のみとした
りするケースもありました。
　そのため、実績にはオンライン開
催の実習や、実習期間が短いものも
含めて集計しています。
※令和3年度の夏休み期間中、岐阜県は8/20～26に「まん延防止等重点措置」区域、8/27～9/30には「緊急事態宣言」区域にそれぞ
れ指定されました。

岐阜県内のインターンシップの推移

0

50

100

150 

200

250

300

350
（社・校）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500
（人）

420人

156社
53校
H18年度

518人

187社

60校
H19年度

635人

208社

85校
H20年度

886人

263社

104校
H21年度

927人

282社

103校
H22年度

947人

307社

102校
H23年度

907人

276社

94校
H24年度

884人

291社

105校
H25年度

1,029人

274社

129校
H26年度

1,331人

258社

126校
H27年度

2,224人

264社

151校
H28年度

2,623人

282社

184校
H29年度

3,119人

312社

243校
H30年度

3,356人

3,070人

2,991人

273社 204社

262校 296校

219社

182校
R元年度 R2年度 R3年度

参加学生数

送り出し学校数
マッチング済み事業所数

岐阜県インターンシップ推進協議会は岐阜県の企業・団体での
インターンシップを希望する学生の皆さんをサポートしています。

赤文字は春休みに参加する場合

4月 キャリア関連の授業が
 スタート
5月～ 夏休みの実習先を考える
 ▶学内・外で応募
6～7月 実習先の決定
8～9月 実習に参加
10月～ 学内での発表会等
11月～ 春休みの実習先を考える
 ▶学内・外で応募
2月頃 実習に参加
3月 就職活動スタート

●受入事業所情報の収集・公開
●新規受入事業所の開拓
●マッチング支援
　（合同説明会等の開催）
●各種調査
●成果報告会等の開催
　（フィードバック）
●情報交換の場の提供
　（会議、企業向け勉強会等の開催）
●保険等の整備

1～4月 受入計画の検討・決定
 受入事業所登録・更新等
5月～ 夏休み実習学生の募集
 ▶選考、書類のやり取り
8～9月 学生の受入
 ▶評価票等による
 　フィードバック
10月～ 春休みの受入計画の検討
11月～ 実習学生の募集
12月頃～ 次年度受入計画の検討
2月頃 学生の受入

　インターンシップとは、「学生が、その仕事に就く能力が自らに備わっているかどうか（自らがその仕事で通用
するかどうか）を見極めることを目的に、自らの専攻を含む関心分野や将来のキャリアに関連した就業体験（企業
の実務を体験すること）を行う活動」※とされています。GICは、岐阜県内でのインターンシップを希望する学生
と、学生の受入を計画する企業・団体（＝受入事業所）をつなぐために、様々な催しや情報提供を行っています。
※令和3年4月発表「ポスト・コロナを見据えた新たな大学教育と産学連携の推進」（採用と大学教育の未来に関する産学協議会　2020年度報告書）より。

　学生と受入事業所をつなぎ、マッチング（実習先を決定すること）をサポートするために、GICでは年間を通じ
て様々な活動を行っています。令和3年度は前年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響が色濃い一年
となりました。GICの活動についても、一部のイベントはオンライン開催で企画したり、開催直前にオンライン
開催に切り替えたものがあったりと、大きな影響がありました。

上記は例年の流れ。令和2年度より続く「新型コロナウイルス感染症」の影響により、各種イベントのオンライン化、
また対面とオンラインとの参加を組み合わせるハイブリッド開催なども少しずつ定着してきました。

岐阜県におけるインターンシップの状況

年間スケジュール

GIC=岐阜県インターンシップ推進協議会の活動

受入事業所の動きGICの活動学生の動き
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GICのイベント

活動を広く紹介するためのポスターやリーフレット、事業所情報を発信するための
印刷物等を作成しています。GICギャラリー

令和3年推進リーフレット
（令和3年3月）

受入企業・団体イッキ見
BOOK（令和3年3月）

インターンシップ合同説明会
リーフレット（令和3年4月）

令和2年度 活動報告書
（令和3年6月）

オンラインインターンシップの
ヒント集（令和3年12月）

オンライン
開催に変更

GICでは、受入事業所と学校・学生の皆さんをつなぐ催しを開催しています。

インターンシップ勉強会①
～オンラインインターンシップのコツ～

インターンシップ勉強会②
～学校関係者に聞く夏休みインターンシップの見通し～

インターンシップ
ONLINE合同説明会

　新型コロナウイルス感染症の拡大により令
和2年度より広く行われ始めたオンライン型の
実習。開催にあたり気を付けたいポイントなど
を、講師のキャリアサポートオフィスprocess
星野 宏氏より解説していただきました。

　夏休みの受入に向けて、大学における取り
組み状況や、今年度の見通しについて直接聞
くための会を開催。岐阜聖徳学園大学、大同
大学、中部大学より概要をお話しいただいた
後、質疑応答の時間を設けました。

　5月22日に予定していた「インターンシップ
合同説明会」が急遽中止となり、代替イベント
として開催しました。各社・団体の動画は協
議会のYouTubeチャンネルにて公開し、その
後も多くの方にご覧いただきました。

日　　程 日　　程 日　　程

開催方法 開催方法 開催方法

参 加 者 参 加 者 参 加 者

令和3年5月18日 令和3年5月27日 令和3年6月1日～9日

オンライン
（Zoomミーティング）

オンライン
（Zoomミーティング）

YouTube Liveによる生配信または
Zoom等による録画＋アーカイブ公開

企業等  25人

各種学内イベント・授業への参加

オンラインミニイベント

　会員学校からの依頼を受けて、「インターン
シップガイダンス」や「事前講習会」などの授業
やセミナーに参加しました。協議会のwebサ
イト等を使って企業研究をする際のポイント
などをお伝えしました。

①若手社員に聞きたい！社会人の日常
②人事担当者に聞きたい！
　今、何をすると良い？

　令和3年度の夏休みについて、実習が中止や
短縮化になっているという情報を受けて、学
生さんが自宅にいながら企業研究を始められ
るよう、急遽オンラインイベントを企画しま
した。各社のご担当者には、学生さんからの
質問にもお答えいただきました。

日　　程

開催方法

参加企業数

令和3年①9月9日、②10日

Zoomウェビナーによる
生配信＋アーカイブ公開
①②とも3社

企業等  25人 企業等  29社・団体

　学校・学生・企業が大規模な会場で一堂に
会する従来の開催形態を断念し、会場での発
表の様子を生配信する形で開催しました。アー
カイブも公開し、当日を含め多くの方にご視
聴いただきました。

　令和3年度の総括と4年度に向けたキックオ
フミーティングとしてハイブリッドで開催し
ました。学校、企業等それぞれの立場から現
状と課題についてご意見があり、コロナ禍へ
の対応をはじめ、様々な工夫なども紹介して
いただきました。

インターンシップ成果報告会 推 進 会 議

日　　程 日　　程

開催方法 開催方法

発　　表 参 加 者

令和3年11月24日 令和4年2月16日

会場での発表をYouTube Live
で生配信＋アーカイブ公開

会場＋オンライン
（Zoomミーティング）

学生：3学校4人、
企業：2企業2人、
GICからの調査報告

学校6校、企業16社、
協力員4団体
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令和3年度は、毎年実施している4つのアンケートのほか、コロナ禍における状況把握のための
緊急調査も2つ行いました。
コロナ禍に突入して2年目とはいえ、感染状況の予測や対応には常に難しさが付きまとい、思う
ように実習が実施できなかった例が多いことが分かりました。

調査の概要

インターンシップ学校調査

インターンシップと人材採用に関するアンケート（企業調査）

夏休みインターンシップに関する緊急調査

対象・依頼 会員学校、情報提供学校　308校
（複数キャンパス含む）

対象・依頼 会員企業・協力員・登録事業所　408社

対象・依頼 会員学校30校

有効回答数 128件

有効回答数 217件

有効回答数 33校・キャンパス（複数キャンパスを含む）

インターンシップに関するキャリア教育や事前指導について
聞いたところ、授業を開講している学校が59.4％、セミナーを
開講している学校が74.2％という結果に。キャリアセンター等
での個別相談・指導も75.8％の学校で行われていることが分か
りました。募集企業等の情報を学生に開示することは、92.0％
の学校で行われています。また、令和2年度の調査では「実習の
単位認定」の実施は50％以下まで低下していましたが、令和3
年度は74.4％となりました。
なお、インターンシップ学生の受入を行う企業・団体に対す

る要望については、右記のような結果となりました。インター
ンシップを希望する学生が以前よりも増えていることで、実習
への申込や覚書の締結について対応が難しくなっていると思わ
れる学校も出てきています。

4～9月における受入状況を聞いたところ、「学生の受入を行っ
た」企業・団体は33.3％にとどまり、「受入を中止した」ところ
も22.2％ありました。例年多くの実習が行われる8月下旬から
9月末にかけて、岐阜県が緊急事態宣言等の対象地域となった
ことが大きな要因だと考えられます。
また実習を行った企業に開催方法を聞いたところ（複数回

答）、「対面開催」は75.0％、「オンライン開催」は25.0％、「対面＋
オンライン開催」が9.7％となりました。オンラインでの受入は、
「対面の方が学生の反応が分かりやすい」といった意見がある一
方、「問題なくコミュニケーションも取れたので、遠方の学生のために、今後もオンライン対応は行っていきたい」という声もあ
りました。なお、学校調査で要望に挙げられた「覚書締結」への認識については、上記の通りとなりました。

夏休みインターンシップ等の見通しについて6月時点での見解を聞いた
ところ、単位認定を実施する予定の学校・キャンパスは、一部の学部のみ
としたところを含めると28校に。認定基準は従来通りに実施するケース
もあれば、令和2年度と同様に、本来の規定より低減した上で実施すると
いうケースもありました。
また認定を行う学校のうち、前年度から増え始めた「オンライン開催型」

の実習については、約1/3の10校が単位認定の「対象となる」と回答しま
した。
さらに、続くコロナ禍により、学生の受入先減少に危機感を抱いている

学校があることも分かりました。

緊急
調査

●令和3年度の
　単位認定実施状況（n=33）

●オンライン開催型の
　単位認定時の取扱い

（n=28）

実施する
予定
17校

実施しない予定 2校

もともと
実施していない 3校

実施する予定
（一部の学部） 

11校

対象に
ならない
9校

その他
9校

対象に
なる
10校

（MA,n=125）●受入企業・団体に対する要望

0校 20校 40校 60校 80校

46校46校

36校36校

35校35校

21校21校

20校20校

12校12校

11校11校

74校74校実習スケジュールについて
事前に詳しく公開してほしい

参加学生の学年を限定しないでほしい

キャリアセンター等を訪問する場合には
事前に連絡してほしい

実習への申込は学生から直接
受け付けるようにしてほしい

（学校を通さないでほしい）

覚書等の締結を求めないでほしい

学生の事後学習に協力してほしい

その他

特にない

（n=198）●実習を行う場合に覚書は締結したいか

必ず締結したい

できれば締結したい

特に必要ない

その他

0社 50社 100社 150社

27社27社

53社53社

111社111社

11社11社

全てのケース（日数に関わらず）
で希望すると回答したのは19社

全てのケースと
回答したのは35社
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夏休みインターンシップに関する学生アンケート

インターンシップと就職活動に関する学生アンケート

 緊急調査・令和3年夏休みの現状について（学生会員）

対象・依頼 夏休み等に実習を行った協力事業所38社・団体を通じて513人分配付
（送付後に中止となった事業所もあり）

対象・依頼 協力事業所33社・団体を通じて305人分配付、
令和2年度の学生会員440人に依頼

対象・依頼 令和3年度　学生会員306人

有効回答数 84人

有効回答数 163人

有効回答数 28人

続くコロナ禍で中止になる実習もあり、回答学生数は昨年よりも
大幅に減少しましたが、一方で、後輩に向けた熱意あるコメントも
寄せられました。
コロナ禍が始まったばかりの前年度は、夏休み時点で実習に参加

した回数を聞くと、「１回」という回答が54.0％に上りましたが、今
年度は39.8％と減少し、代わりに「2回」が27.7％、「3回」が19.3％
と、複数回経験する学生が増加しました。
ただし、参加した日数（複数回答可）は「１日」が55.8％となり、

「4～5日」の実習も30.4％が経験しているとはいえ、短い期間のも
のに多く参加している様子が分かります。
実習への参加目的（複数回答可）は「就職を希望している業界・職

種を知るため」が73.8％でトップに。「『働く』ことを体験するため」
が67.9％、「就職活動に利用するため」が46.4％となり、学生が就職
活動を意識しながら活動していることもうかがえます。
なお、インターンシップに参加して得られたことについては、右

記グラフの通りとなりました。

就職活動を終えた学生を主な対象とした調査です。インター
ンシップの参加経験について聞いたところ、78.5％の学生が
「ある」と回答。令和2年度の86.8％よりも低下しました。参加
回数は「1回」が20.6％、「2～5回」が47.6％。さらに参加日程（複
数回答可）は、「1日間」が87.4％（前年度比8.2㌽増）、「2～3日
間」が28.3％（同6.4㌽減）、「4～5日間」が14.2％（同16.4㌽減）
と、期間の短い実習の割合が高い傾向となりました。
なお、初めて内定・内々定をもらった時期について聞いた

ところ、令和元年度、2年度のピークは6月でしたが、令和3年
度は5月がピークとなりました。数は少ないものの「2月以前」
という回答もあり、コロナ禍に左右されながらも就職活動が確
実に早期化していることがうかがえる結果となりました。
後輩へのアドバイス等についても聞いたところ、「早め早め

の行動が大切」、「早くて損はない」、「気づいた今が一番早い」
など、早い時期から自己分析や企業研究などの行動を起こすこ
との大切さが多く寄せられました。また、「様々な企業のイン
ターンシップに行くだけでなく、仕事の流れを学べる1週間
以上の実習にも行った方がいい」という声もありました。

協議会が不定期でメール配信を行う「学生会員」への登録者に依頼。回答
数は少なかったものの、回答者のうち半数の14人が、参加予定だったイン
ターンシップが「企業・団体の判断で中止になった」と回答しました。また
「自分の判断・事情で参加を断念」した学生もいました。
困っていることとしては、実際の仕事を体験できず、今後の就活にも不

安があるといった意見がありました。「規模を縮小してでも実習を開催し
てほしい」といった意見もあり、受入側への臨機応変な対応が期待される
結果となりました。また、オンライン開催型の実習はコミュニケーション
が取りにくいという感想も寄せられました。

緊急
調査

（MA,n=83）●インターンシップに参加して得られたこと

0人 20人 40人 60人 80人

業界・職種への理解が深まった

企業への理解が深まった

「働く」ことへの理解が深まった

就職活動への気持ちが高まった

今まで関心がなかった業界や
職種、企業に興味を持てた

単位が取得できた

他学校の友人ができた

その他

66人66人

58人58人

55人55人

55人55人

17人17人

12人12人

11人11人

1人1人

（MA,n=28）●令和3年度のインターンシップに関して経験したこと

対面プログラムに参加

オンラインプログラムに参加

参加したが、日程が短縮に

参加したがオンライン開催に

企業・団体の判断で中止

学校の判断で中止

自分の判断・事情で参加断念

0人 5人 10人 15人 20人

16人16人
15人15人

14人14人

5人5人

1人1人
5人5人

8人8人

（R3：n=162）
●初めて内定、内々定をもらった時期（3年間の推移）

R3 R2 R1

10.5%10.5%

8.0%8.0%

17.3%17.3%
24.7%24.7%

10.5%10.5%

3.1%3.1%
3.7%3.7% 1.9%1.9%

0%

10%

20%

30%

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
以前 以降

20.4%20.4%
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理　事 会　長 大松　利幸 岐阜プラスチック工業㈱　代表取締役会長

理　事 副会長 小川　信也 太平洋工業㈱　代表取締役社長

理　事 副会長 小野木孝二 ㈱トーカイ　代表取締役社長

理　事 副会長 川田　康夫 岐阜車体工業㈱　代表取締役社長

理　事 加知　康之 東濃信用金庫　理事長

理　事 栗田　順公 大垣西濃信用金庫　理事長

理　事 境　　敏幸 ㈱大垣共立銀行　取締役頭取

理　事 坂口　秀平 高山信用金庫　理事長

理　事 住田　裕綱 岐阜信用金庫　理事長

理　事 田口　義隆 西濃運輸㈱　代表取締役

理　事 竹中　裕紀 イビデン㈱　代表取締役会長

理　事 田中尚一郎 サンメッセ㈱　代表取締役社長

理　事 村瀬　幸雄 ㈱十六銀行【十六フィナンシャルグループ】　取締役会長

理　事 四橋　英児 ヨツハシ㈱　代表取締役社長

理　事 森脇　久隆 岐阜大学　学長

理　事 伊津野真一 （独）国立高等専門学校機構 岐阜工業高等専門学校　校長

理　事 石田　達也 岐阜県高等学校長協会　会長

監　事 舘　　弘二 ㈱文溪堂　総務部　副参事

監　事 清水　秀明 サンメッセ㈱　総務部　人事課　課長

監　事 澤村　俊夫 (一社)岐阜県経営者協会　総務・求人担当　課長

参　与 牛込　　進 ㈱ＴＹＫ　代表取締役会長

参　与 水谷　晃三 ㈱文溪堂　特別顧問

参　与 畑　　俊一 岐阜労働局　局長

【経 済 団 体】 ●岐阜県商工会議所連合会　●一般社団法人 岐阜県経営者協会　●一般社団法人 岐阜県経済同友会
●一般社団法人 岐阜県工業会　●岐阜県中小企業団体中央会　●岐阜県商工会連合会

【行 政 機 関】 ●岐阜労働局　●岐阜県　●岐阜市　●羽島市　●各務原市　●本巣市　●山県市　●瑞穂市　●大垣市
●海津市　●関市　●美濃市　●美濃加茂市　●可児市　●郡上市　●多治見市　●中津川市　●瑞浪市
●恵那市　●土岐市　●高山市　●飛騨市　●下呂市
●岐阜県産業技術総合センター　●岐阜県食品科学研究所　●岐阜県森林研究所　
●岐阜県生活技術研究所　●岐阜県中山間農業研究所　●岐阜県農業技術センター

●愛知大学　●愛知学院大学　●愛知工業大学　●愛知淑徳大学　●愛知みずほ大学　●朝日大学　●岐阜大学　●岐阜協立大学
●岐阜県立国際たくみアカデミー・職業能力開発短期大学校　●岐阜聖徳学園大学・岐阜聖徳学園大学短期大学部
●岐阜女子大学　●岐阜市立女子短期大学　●岐阜薬科大学　●金城学院大学　●(独)国立高等専門学校機構 岐阜工業高等専門学校
●滋賀県立大学　●情報科学芸術大学院大学　●椙山女学園大学　●大同大学　●中京大学　●中京学院大学　●中部大学
●中部学院大学・中部学院大学短期大学部　●東海学院大学・東海学院大学短期大学部　●東海学園大学　●長浜バイオ大学
●名古屋経済大学　●南山大学　●日本福祉大学　●名城大学

岐阜県のインターンシップ推進に
ご協力をいただいている皆様についてご紹介します。GICの会員等のご紹介

協 力 員

役　　員

会員学校（順不同）

（令和3年12月末時点／敬称略）
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イビデン㈱
㈱大垣共立銀行
大垣西濃信用金庫
岐阜車体工業㈱
岐阜信用金庫
岐阜プラスチック工業㈱
サンメッセ㈱
㈱十六銀行
【十六フィナンシャルグループ】
西濃運輸㈱
太平洋工業㈱
高山信用金庫
㈱ＴＹＫ
㈱トーカイ
東濃信用金庫
㈱文溪堂
ヨツハシ㈱
㈱アイ・エス・ティ 羽島事業所
㈱アイコットリョーワ
㈱愛さんさん
㈱相和コンサルタント
㈱青山製作所
㈱朝日土質設計コンサルタント
アサヒフォージ㈱
㈱アスピカ 岐阜本部
㈱アド・プロ
アピ㈱
アルプス薬品工業㈱
石川技研工業㈱
泉建設工業㈱
㈱市川工務店
㈱伊藤工務店
㈱伊藤精密製作所
イハラサイエンス㈱ 岐阜事業所
イビデン樹脂㈱
㈱イマオコーポレーション
㈱岩電商会
㈱印刷工房
㈱インフォファーム
㈱宇佐美組
梅田建設㈱
㈱笑顔グループ
㈱エヌテック
榎本ビーエー㈱
㈱オイダ製作所
㈱大石
大垣精工㈱
大垣扶桑紡績㈱
㈱オークワ 東海事業所
凰建設㈱
大脇建設㈱
㈱オンダ製作所
㈱オンダマテック
カイインダストリーズ㈱
（貝印グループ）
㈱カケフホールディングス

加藤建設㈱
カネコ㈱
金子工業㈱
河合石灰工業㈱
㈱川瀬組
岐建㈱
㈱木越組
岐セン㈱
岐阜カリモク㈱
㈱岐阜冠婚葬祭互助会
(一財）岐阜県公衆衛生検査センター
岐阜産研工業㈱
岐阜商工信用組合（しょうしん）
岐阜スズキ販売㈱
岐阜スバル自動車㈱
㈱岐阜造園
岐阜トヨタ自動車㈱
岐阜トヨペット㈱
岐阜日産自動車㈱
ぎふ農業協同組合
岐阜ヤナセ㈱
共立コンピューターサービス㈱
協和ダンボール㈱
㈱クニシマ
㈱久保田工務店
㈱久米商店（スーパーバリュー）
クラレプラスチックス㈱ 伊吹工場
㈱栗山組
㈱ケイエムコーポレーション
㈱ＫＶＫ
社会福祉法人 下呂福祉会
特別養護老人ホーム 
かなやまサニーランド
㈱健康理化学センター
剱崎建設㈱
㈱興栄コンサルタント
向陽信和㈱
一般社団法人 光陽福祉会
生活協同組合 コープぎふ
コクド㈱
コダマ樹脂工業㈱
㈱ごとう
齊交㈱
社会福祉法人 さくらゆき
㈱五月商店
㈱サンウエスパ
SANEI㈱
サンケミカル㈱
ジーエフシー㈱
㈱シーフード・マルイ
篠田㈱
㈱住ケン岐阜
昭和コンクリート工業㈱
神鋼造機㈱
社会福祉法人 新生会
新日本ガス㈱
㈱真和産業
㈲杉島荘
㈱駿河屋魚一
西建産業㈱
学校法人 西濃学園
西濃建設㈱

医療法人 静風会
社会福祉法人 清流会（白竹の里）
㈱関ケ原製作所
関ケ原石材㈱
（セキストーングループ）
関信用金庫
瀬口綜合設備㈱
社会福祉法人 善心会
㈱セントラルパートナーズ
㈱ソフィア総合研究所
第一建設㈱
大進精工㈱
大東㈱
社会福祉法人 大東福祉会
大豊製紙グループ
㈱タイメック
㈱大雄
㈱太洋社
㈱ダイワテクノ
㈱タカイコーポレーション
高砂工業㈱
㈱高山グリーンホテル
㈱田口鉄工所
税理士法人 
TACT髙井法博会計事務所
竹市電気㈱
㈱竹中組
タック㈱
舘林建設㈱
㈱立保
中部興業㈱
中部薬品㈱
㈱TK企画／じゅうくじょう保育所／
まるたキッズ
㈱デザインボックス
㈱電算システム
東栄電業㈱
㈱東海パウデックス
東海理研㈱
㈱東伸
㈱トゥ･ステップ
㈱東和製作所
トーカイフーズ㈱
土岐津産業㈱
所産業㈱
トヨタカローラ岐阜㈱
㈱トヨタレンタリース岐阜
㈱ナイスワーク
内藤建設㈱
永井建設㈱
㈱ナガセインテグレックス
㈱ナベヤ
鍋屋バイテック㈱
日建ヘルスメディカル㈱
日産工業㈱
日本耐酸壜工業㈱
日本レヂボン㈱
ネッツトヨタ岐阜㈱
濃飛西濃運輸㈱
㈱濃飛葬祭
㈱野田クレーン
㈱野田建設

㈱ハイテム
㈱ハウテック
㈱羽島企画 トータルケアMama's
長谷虎紡績㈱
㈱パナホーム愛岐
㈲早野研工
㈱ハラテックス
ピーアイシステム㈱
飛騨信用組合
㈱日立オートメーション
（旧 ㈱ケーイーシー）
飛騨農業協同組合
㈱ひだホテルプラザ
㈱ひまわり
学校法人 平野学園
ヒロタ㈱
㈱ファミリーストアさとう
㈱フォーラムホテル
福寿工業㈱
富士変速機㈱
フジヤ広告㈱
双葉ボビン㈱
㈱プラド
POLA パルフェル”
社会福祉法人 墨友会
特別養護老人ホーム サンヴェール大垣
㈱本陣平野屋
㈱ホンダカーズ岐阜
松下電建㈱
松永建設㈱
㈱松野組
丸伸興業㈱
丸ス産業㈱
マルスン㈱
丸仲建設㈱
ミズタニバルブ工業㈱
三菱日立ホームエレベーター㈱
美濃工業㈱
㈱美濃庄
社会福祉法人 美濃陶生苑
ムトー精工㈱
名北工業㈱
森松工業㈱
㈱ヤクセル
矢橋ホールディングス㈱
山口精機工業㈱
㈱山田商会
㈱山辰組
㈱山登ゴム
㈱ヤマニパッケージ
㈱ヤマモト
㈱友進
㈱Ｕ－セラミック
ユニオンテック㈱
㈱ユニテツク
㈱吉川組
㈱吉川工務店
ヨシテク工業㈱
㈱ラボテック
龍リゾート＆スパ（㈱オハヨーサン）
㈱和井田製作所

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

役員・会員企業（令和3年度の正会員／順不同）

（令和4年3月末時点／順不同）
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発行／令和4年6月

事務局／〒500-8833　岐阜市神田町2-2　岐阜商工会議所ビル3F
 TEL 058-267-0930　FAX 058-267-0931

URL https://gifuken-internship.org/　E-mail info@gifuken-internship.org

岐阜県インターンシップ推進協議会

岐阜県インターンシップ推進協議会は岐阜県と（一社）岐阜県経営者協会の助成を受け、会員の会費と賛助金で運営しています。
当協議会は、岐阜県と連携し「成長・雇用戦略」における重要プロジェクト「誰もが活躍できる場の創出」に取り組んでいます。

webサイトでは受入事業所情報を公開中！

URL  https://gifuken-internship.org/

検索岐阜県  インターンシップ

GICに登録のある事業所の情報は「受入事業所
を探す」ページにてご紹介しています。
イベントの詳しい情報等も掲載しているほか、
GICからの最新情報をメールで受け取れる「学生
会員」も募集しています。

GICでは、大学生等に向けたインターンシップ情報を全国250以上の学校・キャンパスへ提供
しています。webサイトにももちろん公開します。ご登録は無料です。ご希望の場合はぜひ事務
局までお問合せください。

会員企業（有料）も募集しています！
ご支援、ご協力をいただきますようお願いします。

 受入事業所としてご登録ください！
企業・団体の皆様へ

掲載事業所は
350件以上！

平成13年12月、「インターンシップ受入企業開拓事業」が始まりました。厚生労働省
の委託により、東京経営者協会を中心とした全国の経営者協会が4年にわたって取り組
んだ後、平成18年度から岐阜県内では岐阜労働局が事業主体となり、岐阜県経営者協
会が引き続き運営してきました。
その一方で、県内の経済団体や学校等が個別に行う取り組みを補強し、岐阜県のイン
ターンシップの効果を向上させるための中核組織を立ち上げようという機運が高まり、
平成18年4月、産学官の連携のもとにGICが設立されました。
GICと受入企業開拓事業は相互に補完しながらインターンシップを推進してきました
が、平成22年度をもって前述の事業は終了となりました。その後はGICが趣旨を引き継
ぎ、岐阜県の次世代を担う人材を育成するために、また各企業・団体とインターンシッ
プを計画する学生をつなぐために、様々な活動を行っています。

沿　  革


